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第１２２回大阪市外郭団体評価委員会 

平成３０年５月１０日 

 

【事務局（門井法人担当課長）】  ただいまから、第１２２回大阪市外郭団体評価委員会

を始めさせていただきます。 

 私は、４月の人事異動によりまして、今年度より本委員会の事務局を務めることになり

ました、法人担当課長の門井と申します。どうぞよろしくお願いいたします。委員の皆様

方には、今年度も引き続きご指導賜りますようよろしくお願いいたします。以降、着座に

て失礼させていただきます。 

 本日の委員会の流れでございますが、この後、港湾局所管の２団体の今年度の経営目標

を団体からご説明申し上げ、委員各位からご意見をいただきたいと存じております。その

後、あらかじめ決定いただきましたとおり委員会を非公開とし、次第にございます外郭団

体の状況、経営計画の改定、役員体制、役員公募選考の検証、その他につきまして、委員

の皆様方からご意見を頂戴したいと思っております。 

 それでは、早速議事に入りたいと思います。以後の議事進行について、阿多委員長にお

願いしたいと存じます。阿多委員長、よろしくお願いいたします。 

【阿多委員長】  委員長の阿多でございます。 

 先ほど事務局からご報告がありましたように、今日は傍聴の方も来ていただいているの

ですが、前半については、公開で経営状況についてのご報告をいただいて意見交換という

形にしたいと思います。後半については、まだ未決定の情報という形ですので、非公開に

したいと思いますので、委員各位、よろしゅうございますか。 

 では、事務局、お願いします。 

 

【事務局（門井法人担当課長）】  それでは、議題、経営評価についてご説明いたします。 

 本日は、経営評価を実施するに当たり、平成３０年度に各団体で取り組む経営目標につ

いて、委員の皆様方からご意見を頂戴したいと思っておりますので、よろしくお願いいた

します。 

【阿多委員長】  それでは、初めに大阪港木材倉庫株式会社についてお願いしたいと思

います。 
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 進め方としまして、まず事務局から概要を説明いただいて、団体から平成３０年度経営

目標設定の考え方についてご説明いただく。その上で、委員との間で意見交換、質問とい

う形で進めたいと思います。 

 では、事務局、よろしくお願いします。 

【事務局（門井法人担当課長）】  ご説明いたします。 

 お手元の「法人の経営状況を説明する書類」３３ページをごらんください。 

 当団体は港湾局が所管する団体で、本市の出資比率は５０％、木材保管施設及び不動産

の賃貸、管理運営を主な業務としております。本市といたしましては団体の方向性を自立

化に取り組む団体に位置づけております。 

 次に、委員会資料４ページをごらんください。 

 当団体は、今年度中期経営計画を新たに策定しておりまして、ごらんいただいています

中ほどの２の「財務、効率性」の成果測定指標をごらんください。こちらのほう、上段の

総売上高につきましては昨年と引き続き同じ指標となっておりますけれども、下段の経常

利益につきましては昨年度とは変更がございまして、昨年度は税引前当期利益となってお

りました。 

 そのほか、昨年度と変更のあった箇所につきましては下線を引いてございますので、そ

の妥当性につきましてもご意見を頂戴したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 また、前年度実績値より高い目標を設定できていない指標について、補足説明資料が提

出されておりますので、その理由の妥当性につきましてもあわせてご意見をいただきます

ようよろしくお願いいたします。 

 では、団体より説明をさせていただきます。よろしくお願いします。 

【大阪港木材倉庫株式会社】  では、様式３「平成３０年度経営目標設定表」に基づき

ましてご説明申し上げます。 

 まず初めに、経営者の考えでございますが、これまで弊社では単年度の経営計画書をも

とに運営してまいりましたが、昨年１１月に会社創立６０周年を迎え、第２の創業期と位

置づけ、弊社では初となります２０１８年４月期から２０２１年３月期の３年間を計画期

間とする「第１次中期経営計画～Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ ｔｏ ｔｈｅ ｆｕｔｕｒｅ！～」

を策定し、さまざまな経営課題の解決に向け取り組んでまいりたいと考えております。 

 平成３０年度におきましては、株主をはじめ、弊社の施設を利用されている事業者の方々、

地元木材利用者の方々からの弊社に対する期待や要望に応え、大阪市からの自立化後にお
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いても変わることなく弊社の使命や役割を果たしてまいりたいとの思いから、安定経営の

継続、将来に資する経営基盤の強化・拡充を重点に取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 まず「１．ＣＳ、事業効果」でありますが、戦略目標並びに成果測定指標は昨年からの

変更はございません。平成３０年度の見通しを申し上げますと、大阪南港製材品センター

におきまして、弊社の施設で最大規模となる倉庫を利用いただいている顧客でございます

が、昨年、当該施設の近隣に大阪市から土地を購入され、本年３０年度中には弊社の施設

から移転される見通しでございます。広大な面積約９,８００平米の倉庫でございますので、

業績への影響が非常に大きく、厳しい状況でありますが、精力的に営業活動を推し進め、

新たな顧客を獲得したいと考えております。また、他の倉庫施設におきましても、施設の

巡視点検の徹底や適切な維持修繕の実施により既存顧客の定着化を図り、昨年度に引き続

き１００％を目標に頑張ってまいりたいと考えております。 

 なお、前年度実績より高い目標を設定できない理由でございますが、「１００」が最大の

目標値であることが理由でございます。 

 次に「２．財務、効率性」でございますが、こちらは、戦略目標であります健全経営の

継続につきましては変更はございません。成果測定指標を２つ設定しておりますので、順

次ご説明申し上げます。 

 まず１つ目、総売上高でございますが、初めに、前年度より高い目標を設定できない理

由をご説明申し上げますと、南港東倉庫という施設がございますが、この施設の野積み場

で木材の市売りを営まれていた利用者が４月末をもって同施設から撤退され、大阪市港湾

局との協議の結果、事業用地の一部を速やかに返還することになりましたので、同地の返

還により売り上げ約１,４００万円が減収となることが理由でございます。よって、平成３

０年度におきましては、事業地返還による減収に加え、先ほどご説明申し上げました倉庫

施設の大口利用者の撤退、並びに短期利用者の契約期間満了も予定していることから、平

成３０年度では約１億４,０００万円の減収が見込まれておりますが、中期経営計画の着実

な実行により総売り上げ７億５,０００万円を目標に頑張ってまいりたいと考えておりま

す。 

 続きまして、２つ目の指標の経常利益でございます。冒頭、事務局様よりご説明がござ

いましたが、これまで税引前当期純利益を指標に設定してまいりましたが、以前に当委員

会におきまして頂戴いたしましたご意見を踏まえまして、中期経営計画では経常利益を指
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標として採用し、こちらの指標につきましても今年度より経常利益に改めさせていただき

ました。 

 平成３０年度の目標でございますが、特に撤退が予定されている倉庫への新規顧客の獲

得、また短期利用者などの既存顧客の定着化を図り、売上高の確保に努めてまいります。

営業費用につきましては、大阪市への事業地返還による借地料相当額が減少いたしますが、

老朽化が進んでおります施設の計画的な修繕、設備投資の実施により多額となる支出を抑

制するとともに、コスト意識の高い人材の育成に努め、生産性の向上と利益確保に直結す

る経費の節減に全社一丸となって努め、前年度より高い１億２,６００万円を目標に頑張っ

てまいりたいと考えております。 

 次に「３．その他（市から自立化するための取組み、法人の経営上重要と認められるも

の）」でございますが、戦略目標並びに成果測定指標は昨年からの変更はございません。弊

社といたしましては以前より、大阪市からの自立化に向け事業基盤の強化に取り組んでい

るところでございますが、特に顧客ニーズに対し柔軟に対応し、事業活動ができる土地を

確保することが最重要課題であると考えております。昨年度におきましても、大阪市が行

った条件付き一般競争入札に参加し、結果といたしましては残念ながら弊社が落札するに

至りませんでしたが、平成３０年度におきましても引き続き、顧客の皆様方からの要望が

多くございます１,０００平米を目安に情報収集に努め、事業用地の確保・拡充を図ってま

いりたいと考えております。 

 説明は以上でございます。 

【阿多委員長】  ありがとうございます。 

 じゃ、委員のほうからご質問、ご意見があれば、よろしくお願いします。 

 経常利益のほうが実態がわかりやすいという形で、それで改めていただき、中期経営計

画も経常利益で。 

【大阪港木材倉庫株式会社】  ええ、経常利益です。 

【阿多委員長】  それで指標をそろえられたと。この資料、説明のほうには入っていま

せんでしたけど、この様式３のところを拝見すると、この平成２９年度の実績というのは、

一応確定値。見込み。 

【大阪港木材倉庫株式会社】  見込みでございます。 

【阿多委員長】  さっきのご説明だと、売り上げ減の要因で１億４,０００万からの売り

上げ減で、経常利益、これにするというのは厳しいのではないかなと思いながら伺ってい
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たんですが、大体こういう継続的な、新たな顧客の開拓というのはめどがついているんで

すか。 

【大阪港木材倉庫株式会社】  いや、今言った製材品センターの方の後の利用について

はなかなか難しいところがあります。といいますのは、今非常に木材の倉庫を欲しておら

れる方はたくさんおられるのですけども、ただ、実際に運送される方ドライバーが非常に

不足している。宅配業者の方たちは大手がわりと多いですけども、我々の対象となってお

ります方は中小のところが多くて、賃金であるとか労働条件の面でなかなかいい条件を出

せないみたいなところがありまして、ドライバーの方が非常に不足しているというような

こともあって、まず人材の確保とかそういったところが難しいというところがあります。

ですから、すぐに予定どおり埋めてもらえるかどうか、なかなかそこは難しいところがあ

るかもわかりません。今は努力によって何とかそこはリカバリーしていこうという気持ち

ではおりますけど。 

【阿多委員長】  だから、昨年目標よりも数字として下がっている部分についてのご説

明はそういう実態を踏まえてという形になるみたいですね。 

【大阪港木材倉庫株式会社】  少なくとも南港東倉庫の分については、大阪市のほうに

お返ししますので、そこから上がってくる収入については、これはもう入ってこないとい

うことですから。 

【阿多委員長】  どうぞ、ほかの方も。 

【清水委員】  前回もお伺いしたかもしれないのですけど、稼働率が今１００％という

ことで、貸付け可能面積に対する実績割合が１００ですということで、その算定方法は。 

【大阪港木材倉庫株式会社】  弊社が保有しております、倉庫の延べ床面積がお貸しす

る面積というところで算定しておりますので、ほぼ弊社の倉庫面積全て貸しているという

解釈で結構でございます。 

 どうしても植栽でありましたり、構内通路的に共用でご利用されるところもございます

ので、そこは実際貸し付け面積には入りませんけども。 

【清水委員】  だから、実質もうほぼ、１００ということですね。 

【大阪港木材倉庫株式会社】  はい。 

【清水委員】  中期計画、あるいは長期の収支予測の売り上げのベースというのは、現

状のご利用されているのをベースで。新たに何かつくるとかは想定されていないのですか。 
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【大阪港木材倉庫株式会社】  中期経営計画のこの３カ年では、そう大きな建物ではご

ざいませんけれども、簡易な倉庫程度は一応計画の中では入っております。中期経営計画

全体では１０年スパンぐらいで考えておりますので、その間では倉庫の建設というのは見

込んでおります。 

 １期計画といいますか、３年間の計画では、本年度も入れていますけど、１,０００平米

の土地を確保していく。これは借地と購入、両方ありますけども、確保していこうと。そ

の次の段階で２期目の方で建設をするとか。駐車場なんかでしたら、わりと短期間で利用

が可能だと思いますけれども、そういう計画は持っております。ですから、中期計画では

３カ年目に入っています。ただ、もう去年から実は入札に応募したりしていますので、こ

れは物件が出たらいつでも着手できるようには考えています。 

【清水委員】  貸借対照表で見ると、現金預金の残高が結構あるので、その資産の活用

といいますか、今後そういったところをどう織り込まれるのか。たしか１４億か１５億、

前期の決算であると思いますので、財務的には非常に健全な、無借金の会社なのですが、

資産の効率化というと、そういったものを事業用資産にどういうふうにさらに変えていか

れるのかというところが中期計画なんかでもう少し触れられてもよかったのかなという気

はしているのですけど。 

【阿多委員長】  よろしいですか。 

 これ、様式１に書かれている、市が法人に求めているというものになりますけれども、

本市所有の株式の売却先か何かについては現在交渉中みたいな状況ですか。３０年度が市

の目標ですけれども、そこは。 

【港湾局松本課長】  そうですね、一応株主を基本に。 

【阿多委員長】  継続中で。 

【港湾局松本課長】  継続中で、はい。 

【阿多委員長】  よろしゅうございますか。どうぞ。 

【滋野委員】  事業用地の拡充のところですが、この１,０００平米というのは、今保有

されている事業用地に対してはどれぐらいの量というか、何％ぐらいの。 

【大阪港木材倉庫株式会社】  １％にも満たないです、正直に申し上げますと。 

【滋野委員】  ありがとうございます。 

【阿多委員長】  よろしゅうございますか。 

 それでは、木材倉庫との意見交換はこれで終わりたいと思います。 
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【阿多委員長】  それでは、続きまして、株式会社大阪港トランスポートシステムの経

営目標について始めたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 では、事務局、よろしくお願いします。 

【事務局（門井法人担当課長）】  ご説明いたします。 

 お手元の「法人の経営状況を説明する書類」、こちらのほうの８１ページをおあけいただ

きたいと思います。 

 当団体は港湾局が所管する団体で、本市の出資比率は６９.６％、トラックターミナル、

倉庫、駐車場の管理運営並びに鉄道事業及びこれらに関連する事業を行っております。本

市といたしましては団体の方向性を、鉄道事業の方向性整理後自立化に取り組む団体に位

置づけております。 

 続きまして、委員会資料１０ページのほうをごらんください。 

 中ほど「２．財務、効率性」のところの成果測定指標でございますけれども、昨年度ま

で成果測定指標でありました「事業用地の売却」につきまして、こちらが今年度削除され

ておりまして、指標のほうは売上高経常利益率の向上のみとなっております。 

 そのほか、昨年度との変更箇所につきましては下線を引いておりますので、その妥当性

につきましてもご意見を頂戴したいと思っております。 

 また、前年度実績値より高い目標を設定できていない指標について、補足説明資料が提

出されておりますので、その理由の妥当性につきましてもあわせてご意見を頂戴したいと

思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 では、これより、団体より説明させていただきます。よろしくお願いいたします。 

【阿多委員長】  よろしくお願いします。 

【株式会社大阪港トランスポートシステム】   平成３０年度の経営目標につきまして

ご説明をいたします。 

 最初に、企業価値の向上におけます指標といたしまして、株主への利益還元及び顧客定

着率を成果測定指標としております。 

 このうち株主への配当につきましては、２９年６月に続きまして、３０年度におきまし

ても同等額の配当を計画しております。それ以降の年度につきましても同じ額の配当を予

定いたしております。 
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 次に、顧客定着率、これは９０％以上ということで目標にしておりましたが、１０ペー

ジにもございますように、２９年度、９７.５％という非常に高い定着率ということになっ

ております。３０年度は昨年度と同じ率でありますが、従前の目標を上回ります定着率９

７.５％に設定いたしております。 

 続きまして、経営基盤の強化及び事業の選択と集中における指標につきましては、売上

高経常利益率、いわゆるＲＯＳというものを向上すること、それから事業用地の取得を成

果測定指標としております。 

 このうちＲＯＳの値につきましては、２９年度から３１年度の３カ年におきまして平均

３５％ということで、売上げの３分の１以上が利益ということで目標にしておりましたが、

２９年度は３９％、３０年度の目標は、私どもの社内予算をもとに３２.１％としておりま

す。この率の増減につきましては後ほど補足説明のところでまた説明させていただきます。 

 次に、事業用地の取得につきましては、私どもが大阪市からお借りしておる土地につき

ましてぜひ取得させていただきたいということを目標にしておりましたが、２９年度中の

取得はできませんでした。改めて、３０年度につきましては大阪市の予算にも計上されて

おるということで、取得を目標としております。また、２９年度中に売却を予定しており

ます土地につきましては、この３月末に大阪市と協力し、売却することができております。 

 最後に、賃貸資産の魅力向上におけます指標でございます。施設も古いということもご

ざいまして、戦略的な投資につきまして、２９年度中に８,３００万円の投資を目標にして

いましたが、修繕工事の仕様をお客様との話し合いの中で見直したことや、非常に高い稼

働率により、工事を進めていく上で相手様との工事期間の調整が難航いたしまして、修繕

工事がずれ込んでまいり、２９年度の支出の数字には反映できませんでした。そのため、

ちょっと金額的に投資が減ったように見えているのですが、工事はやっておりまして、工

期が３０年度にずれ込むということで、３０年度につきましてはその遅れた分も含めまし

て２億２,８００万円ということでやっていこうというふうに考えております。 

 続きまして、１１ページの補足資料のところでございます。前年度より高い目標を設定

できない理由ということで書かせていただいています。 

 最初に、配当につきましては、５億内外の利益を得ておりまして、配当は長期的な収支

見込みをもとに、安定的に配当を続けてまいりたいなというふうに考えており、その３０

円と１０円という配当は続けてまいりたいというふうに思っております。 
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 次に、顧客定着率につきましては、２９年度の実績と同じということではございますが、

ほぼほぼ１００％の稼働率の状況になっておりまして、これは横ばいということで目標と

してやらせていただきたいなと思っております。 

 それから、最後にＲＯＳが、数字としましては２９年度が上がって３０年度がちょっと

下がったように見えているのですが、先ほど申し上げました、工事が２９年度にはできな

くて３０年度にずれ込んだということもございまして、２９年度の費用が減ったので、Ｒ

ＯＳが３９％と大幅に増えておりますが、３０年度につきましては逆にそのずれ込んだ費

用がかさみますので、若干の減少というふうになっております。 

 最後に、成果測定指標の廃止をいたしました２９年度の売却の事業用地の件ですが、こ

れは先ほど申し上げましたとおり、目標どおり売却を完了いたしましたので、この項目を

廃止しております。 

 以上をもちまして当社からの説明を終了いたします。 

【阿多委員長】  どうもありがとうございます。 

 委員各位、ご意見、ご質問があれば、よろしくお願いいたします。 

 それじゃ、私から。中期経営計画は２９年度策定ですか。 

【株式会社大阪港トランスポートシステム】  はい。 

【阿多委員長】  だから、今年度はまさに中間ですね。ちょっと教えていただきたいの

は、最終到達目標の達成可能性ですけれども、期ずれがあるということで数値が動いてい

るだけと思うのですが、初年度の達成状況及び２年目の達成状況、２年目は目標数値の設

定で、最終的には中期計画は実現できそうですか。 

【株式会社大阪港トランスポートシステム】  はい、できるというふうに思っておりま

すし、そのために、修繕などにつきましては執行方法の見直しなども具体的にやっており

ます。 

【阿多委員長】  ３年の計画のまさに中間ということで、本年度によって多分、最終年

度に影響がするのだとは思いますけど。 

 どうぞ、ほかの委員の方、何かありますか。 



－10－ 

【清水委員】  配当は、優先株と一般株の総額でどのくらいになりますか。発行済株式

数が資料には出てないので。 

【株式会社大阪港トランスポートシステム】  優先株のほうが５億円分ございまして、

そちらが３０円配当、残りが１０円配当、総額で１億４,０００万円ですね。 

【清水委員】  配当性向は３２％ぐらいでしょうかね。 

大体そういうパーセンテージで配当性向を掲げられている一般の会社が多いので。配当

を増配するか、据え置くかを含めて、１つの目安はそういったところで３０から４０の間

で、その団体の方で協議されたもので、株主も納得するのであれば。その配当性向を１つ

の目安とすることもありますね。 

【株式会社大阪港トランスポートシステム】  昨年から、復配というか、今まで配当し

てなかったものを配当させていただきましたので、ちょっとご説明させていただいたんで

すが、私どもの株主構成が、本来のトラックターミナルの事業をやっておった方、これが

資本金１０億円部分で、今、鉄道のほうも第３種でやっておるんですけど、大阪港からコ

スモスクエアまでの鉄道の部分の第３種事業を私どもはやってます。その鉄道の部分のと

きに増資をしていただいた方が５０億ございましてね。それは資本準備金に１０億入れま

したので、１０と４０になっている状態なんです。今、利益の源泉が、鉄道のほうがもう

かるわけでもありませんので。トラックターミナルの方から出ておりますので。最初から

決まっている優先株の配当３０円というのが、トラックターミナルの利益を配当するとき

の考え方であります。私どもとしては基本的に全部が同じ配当になるようにしていきたい

なとは思っておるので、そうなりますと、これは相当利益をかさ上げしなければというこ

とになってくるかなと思っています。その辺との関係でまた今後も検討していきたいなと

思います。 

【阪口委員】  先ほどの、市の団体のあり方として鉄道事業の方向性整理後自立化に取

り組む団体というのでしたら、まさにそこの部分にかかわるわけですよね。第３種事業の

部分はどのぐらいで、何年後ぐらいにどんなことを考えているとか、そういうのはあるん

ですか。 
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【株式会社大阪港トランスポートシステム】  まず、全体の売上高が、１８億ぐらいで

ございます。今、第３種でいただいておる線路使用料は８,１００万円でございます。です

から、売り上げベースでは小さいです。 

  

【阿多委員長】  ８,１００万は、売上げじゃなくて収益の数字ですか。 

【株式会社大阪港トランスポートシステム】  今の８,１００万円ですか。全体の売り上

げが１８億、うち８,１００万円が鉄道部門の売り上げです。 

【阿多委員長】  売り上げですか。 

【株式会社大阪港トランスポートシステム】  はい。 

【阿多委員長】  交通局に貸してるという形。 

【株式会社大阪港トランスポートシステム】  そうです。 

【阿多委員長】  そういう意味で使用料だから、総額が売り上げということなんですか。 

【株式会社大阪港トランスポートシステム】  はい。 

【阿多委員長】  この法人の仕分けだと、収益という形の表現になってるんですよ。 

【株式会社大阪港トランスポートシステム】  ああ、そうですか。売り上げでございま

す。 

【阿多委員長】  ほかのところで、これ以上数字が伸びるところがなかなかないだろう

とは思いますけど。 

【株式会社大阪港トランスポートシステム】  おかげさまで物流の部門は非常に忙しい

状態でして、２８年度と２９年度を比べましても、随分と稼働率が上がるという結果をい

ただいております。非常にありがたい話だと思っています。 

【阿多委員長】  物流のほうだと、便数を減らして、さらには送料の値上げとかいうよ

うな形で対応したとき、便数が減るとなると、ターミナルの利用自体も便は減っているの

かなとかいうようなイメージですが、そんなことはないですか。 
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【株式会社大阪港トランスポートシステム】  賃貸からいきますと、当社のテナント、

一部、大手物流企業さんに借りていただいておるんですけど、それ以外の物流企業さんに

ついては基本的にはＢ ｔｏ Ｂ、企業相手の貨物をメーンとされているお客さんに入っ

ていただいておりますので、それは固定的にありますので、今、荷物が増えていっている

というのはいわゆる宅配便、Ｂ ｔｏ Ｃの部分が増えていますので、そちらのお客さん

は基本的には大きな影響は受けておられないです。大手物流企業さんにつきましても、荷

物は確かに増えてきて、今減らすようにされているというような状況ではあるんですけど

も、あくまで傭車といいますか、下請に出されている部分で少し調整をされた上で荷物の

取り扱いをされてきているということですので、別の企業相手の貨物量はそんなには減っ

てきていませんので、ものすごくいっぱいになっていたやつが少し、ちゃんとお昼休みも

とられるように最近なってきましたよねというような感じかなと思います。 

【阿多委員長】   ほか、何か。どうぞ、ご質問があれば。 

じゃ、大阪港トランスポートシステムの経営目標についてはこれで終了いたします。どう

もありがとうございました。 

  

 


